
目　
　

次

 

ペ
ー
ジ

告

示

〇
公
印
の
改
刻 

（
県
政
情
報
・
文
書
課
）　
　

一

〇
公
印
の
廃
止 

（　
　

同　
　

）　
　

一

〇
指
定
施
設
の
使
用
に
係
る
使
用
料
の
徴
収
事
務
の
委
託
（
二
件
） 

（
障
害
福
祉
課
）　
　

二

〇
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
廃
止
の
届
出 

（　
　

同　
　

）　
　

二

〇
農
業
改
良
資
金
に
係
る
償
還
金
の
収
納
事
務
の
委
託 

（
農
業
振
興
課
）　
　

二

〇
保
安
林
の
指
定
の
解
除
の
予
定 

（
森
林
整
備
課
）　
　

二

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
の
変
更
の
予
定
（
二
件
） 

（　
　

同　
　

）　
　

三

〇
道
路
の
区
域
変
更
（
七
件
） 
（
道　

路　

課
）　
　

四

〇
道
路
の
供
用
開
始
（
七
件
） 
（　
　

同　
　

）　
　

六

〇
都
市
計
画
変
更
案
の
縦
覧 

（
都
市
計
画
課
）　
　

七

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
の
届
出 

（
北
部
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

八

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可 

（　
　

同　
　

）　
　

八

〇
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
及
び
退
任
の
届
出 

（
東
部
地
方
振
興
事
務
所
）　
　

八

〇
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
の
認
可
（
三
件
） 

（　
　

同　
　

）　
　

八

公

告

〇
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
（
二
件
） 

（
建
築
宅
地
課
）　
　

九

選
挙
管
理
委
員
会

〇
不
在
者
投
票
を
管
理
す
べ
き
施
設
の
指
定
の
取
消
し
に
つ
い
て 

九

公
安
委
員
会

〇
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

九

正

誤

〇
宮
城
県
公
報
号
外
第
九
号
（
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日
付
け
）
中 

一
〇

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
一
号

　

次
の
と
お
り
公
印
を
改
刻
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　

称

種　
　

類

用　
　

途

印　
　
　
　
　
　

影

使
用
開
始
年
月
日

宮
城
県
仙
台

地
方
振
興
事

務
所
長
之
印

地
方
機
関

長

印

一
般
文
書
用

新

平
成
三
十
一
年

 

四
月
一
日

旧

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
二
号

　

次
の
と
お
り
公
印
を
廃
止
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

名　

称

種　
　

類

用　
　

途

印　
　
　
　
　
　

影

廃
止
年
月
日

発　　　　行
宮 城 県
（総務部県政情報・文書課）
宮城県仙台市青葉区
本町三丁目８番１号
電話 022（211）2267
（毎週火，金曜日発行）
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宮
城
県
中
南

部
下
水
道
事

務
所
長
之
印

地
方
機
関

長
　

印

一
般
文
書
用

平
成
三
十
一
年

 

三
月
三
十
一
日

宮
城
県
東
部

下
水
道
事
務

所
長
之
印

地
方
機
関

長
　

印

一
般
文
書
用

平
成
三
十
一
年

 

三
月
三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
三
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
障
害
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に
係
る
使
用
料
の
徴
収
事
務
を
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
幸
町
四
丁
目
六
番
二
号

　
　

社
会
福
祉
法
人
宮
城
県
障
が
い
者
福
祉
協
会

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
四
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
宮
城
県
障
害
者

総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
の
使
用
に
係
る
使
用
料
の
徴
収
事
務
を
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
幸
町
四
丁
目
六
番
二
号

　
　

社
会
福
祉
法
人
宮
城
県
障
が
い
者
福
祉
協
会

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
五
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
す
る
旨
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

廃
止
す
る
指
定
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

設
置
者
名

廃
止
年
月
日

〇
四
一
〇
二
一
〇
一
六
五

石
巻
市
蛇
田
字
北
経
塚

百
二

－

三

就
労
継
続
支
援
Ａ

型

一
般
社
団
法
人　

ま
ご
こ
ろ

平
成
三
十
一
年

四
月
三
十
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
六
号

　

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
農
業
改
良
資
金

に
係
る
償
還
金
の
収
納
事
務
を
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
五
日
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

委
託
の
相
手
方

　
　

柴
田
郡
柴
田
町
西
船
迫
一
丁
目
十
番
地
の
三 

み
や
ぎ
仙
南
農
業
協
同
組
合　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

栗
原
市
志
波
姫
堀
口
見
渡
二
番
地
一 

栗
っ
こ
農
業
協
同
組
合　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
中
江
三
丁
目
九
番
地
の
一 

み
や
ぎ
登
米
農
業
協
同
組
合　
　
　
　
　
　
　
　

二　

委
託
期
間

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
七
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
を
解
除
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
枡
江
一
九
の
一
八

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

公
衆
の
保
健

　

３　

解
除
の
理
由
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指
定
理
由
の
消
滅

二
１　

解
除
予
定
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

仙
台
市
宮
城
野
区
枡
江
一
九
の
一
八

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

　

３　

解
除
の
理
由

　
　
　

指
定
理
由
の
消
滅

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
八
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　

石
巻
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　

魚
つ
き

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

㈠　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　

石
巻
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
　

㈡　

そ
の
他
の
森
林
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　

㈢ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

㈣　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林

整
備
課
）
及
び
石
巻
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
八
十
九
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

石
巻
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

潮
害
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

石
巻
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

干
害
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

三
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

石
巻
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

落
石
の
危
険
の
防
止

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件
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㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

四
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

石
巻
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
牡
鹿
郡
女
川
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵ 　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林

整
備
課
）
並
び
に
石
巻
市
役
所
及
び
女
川
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

道　

路　

名　

一
一
三
号

三　

道
路
の
区
域

変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

刈
田
郡
七
ヶ
宿
町
字
陳
ノ
窪
五
九
番
一
地
先
か
ら

同
郡
同
町
字
小
松
沢
前
無
番
地
先
ま
で

前

　

九
・
三
〜

 

二
九
・
九
　

 

一
五
五
・
三

後

　

九
・
七
〜

 

三
〇
・
〇
　

 

一
五
五
・
三

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

道　

路　

名　

二
八
六
号

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
今
宿
字
向
古
関
一
八
〇
番
二

地
先
か
ら

同
郡
同
町
大
字
今
宿
字
向
古
関
一
八
二
番
一
地
先

ま
で

前

一
二
・
一
〜

 

一
三
・
一
　

 

八
二
・
八

後

一
三
・
〇
〜

 

一
四
・
二
　

 

八
二
・
八

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

一
般
国
道

二　

道　

路　

名　

三
四
九
号

三　

道
路
の
区
域
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変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

伊
具
郡
丸
森
町
大
張
川
張
字
西
風
沢
四
番
一
地
先

か
ら

同
郡
同
町
大
張
川
張
字
西
風
沢
四
番
一
地
先
ま
で

前

　

六
・
一
〜

 

七
・
四
　

 

二
四
・
四

後

　

七
・
一
〜

 

一
一
・
六
　

 

二
四
・
四

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

白
石
上
山
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

刈
田
郡
蔵
王
町
大
字
円
田
字
立
沢
前
無
番
地
先
か

ら同
郡
同
町
大
字
円
田
字
立
沢
前
無
番
地
先
ま
で

前

一
三
・
九
〜

 

一
五
・
六
　

 

二
八
・
四

後

四
六
・
三
〜

 

五
五
・
一
　

 

二
八
・
四

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

蔵
王
川
崎
線

三　

道
路
の
区
域

変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

刈
田
郡
蔵
王
町
大
字
円
田
字
土
浮
山
二
番
二
一
六

地
先
か
ら

同
郡
同
町
大
字
円
田
字
土
浮
山
五
六
番
一
地
先
ま

で

前

　

五
・
九
〜

 

二
三
・
四
　

 

一
八
六
・
四

後

一
二
・
一
〜

 

二
三
・
四
　

 

一
八
六
・
四

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
五
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

越
河
角
田
線

三　

道
路
の
区
域変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

伊
具
郡
丸
森
町
耕
野
字
大
場
平
下
八
番
一
地
先
か

ら同
郡
同
町
耕
野
字
山
下
西
二
番
地
先
ま
で

前

　

四
・
二
〜

 

六
・
二
　

 

四
八
・
九

後

　

四
・
二
〜

 

一
二
・
四
　

 

四
八
・
九

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
六
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

道　

路　

名　

角
田
柴
田
線

三　

道
路
の
区
域
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変

更

の

区

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

角
田
市
神
次
郎
字
中
田
一
〇
七
番
一
地
先
か
ら

同
市
神
次
郎
字
中
田
一
一
三
番
二
地
先
ま
で

前

一
一
・
六
〜

 

一
七
・
三
　

 

六
二
・
三

後

一
二
・
九
〜

 

一
七
・
三
　

 

六
二
・
三

柴
田
郡
柴
田
町
大
字
船
岡
字
並
松
六
番
一
地
先
か

ら同
郡
同
町
大
字
船
岡
字
並
松
六
番
一
地
先
ま
で

前

一
〇
・
〇
〜

 

一
二
・
八
　

 

一
〇
一
・
七

後

一
〇
・
二
〜

 

一
四
・
三
　

 

一
〇
一
・
七

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
七
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道

一
一
三
号

刈
田
郡
七
ヶ
宿
町
字
陳
ノ
窪
五
九
番
一
地
先
か
ら

同
郡
同
町
字
小
松
沢
前
無
番
地
先
ま
で

平
成
三
十
一
年

四
月
十
二
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
八
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道

二
八
六
号

柴
田
郡
川
崎
町
大
字
今
宿
字
向
古
関
一
八
〇
番
二
地
先
か

ら同
郡
同
町
大
字
今
宿
字
向
古
関
一
八
二
番
一
地
先
ま
で

平
成
三
十
一
年

四
月
十
二
日

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
九
十
九
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

一
般
国
道

三
四
九
号

伊
具
郡
丸
森
町
大
張
川
張
字
西
風
沢
四
番
一
地
先
か
ら

同
郡
同
町
大
張
川
張
字
西
風
沢
四
番
一
地
先
ま
で

平
成
三
十
一
年

四
月
十
二
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

白
石
上
山
線

刈
田
郡
蔵
王
町
大
字
円
田
字
立
沢
前
無
番
地
先
か
ら

同
郡
同
町
大
字
円
田
字
立
沢
前
無
番
地
先
ま
で

平
成
三
十
一
年

四
月
十
二
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
一
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日
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県

道

蔵
王
川
崎
線

刈
田
郡
蔵
王
町
大
字
円
田
字
土
浮
山
二
番
二
一
六
地
先
か

ら同
郡
同
町
大
字
円
田
字
土
浮
山
五
六
番
一
地
先
ま
で

平
成
三
十
一
年

四
月
十
二
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

越
河
角
田
線

伊
具
郡
丸
森
町
耕
野
字
大
場
平
下
八
番
一
地
先
か
ら

同
郡
同
町
耕
野
字
山
下
西
二
番
地
先
ま
で

平
成
三
十
一
年

四
月
十
二
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河

原
土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

角
田
柴
田
線

角
田
市
神
次
郎
字
中
田
一
〇
七
番
一
地
先
か
ら

同
市
神
次
郎
字
中
田
一
一
三
番
二
地
先
ま
で

平
成
三
十
一
年

四
月
十
二
日

柴
田
郡
柴
田
町
大
字
船
岡
字
並
松
六
番
一
地
先
か
ら

同
郡
同
町
大
字
船
岡
字
並
松
六
番
一
地
先
ま
で

平
成
三
十
一
年

四
月
十
二
日

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
四
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
仙
塩
広
域
都
市
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
該
都
市
計
画
変
更
の
案
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
都
市
計
画
変
更
の
案
に
つ
い
て
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
宮
城
県
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称

　

１　

種
類

　
　
　

仙
塩
広
域
都
市
計
画
下
水
道

　

２　

名
称

　
　
　

利
府
町
流
域
関
連
公
共
下
水
道

二　

都
市
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　

１　

追
加
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　
　

⑴　

汚
水

　
　
　
　

多
賀
城
市　

南
宮
字
上
新
田
、
同
字
日
向
前
、
同
字
青
津
目
、
同
字
二
津
井
、
岩
切
字
分
台
の
全
部

　
　
　
　

利
府
町　

 

森
郷
字
塚
崎
、
同
字
新
太
子
堂
、
同
字
新
椎
の
木
前
、
同
字
新
町
浦
、
同
字
仲
町
浦
、
利
府
字
城

前
及
び
同
字
新
神
明
前
の
各
一
部

　
　

⑵　

雨
水

　
　
　
　

利
府
町　

 

森
郷
字
新
椎
の
木
前
、
利
府
字
館
前
、
同
字
神
明
前
、
同
字
新
館
、
同
字
堀
切
前
、
同
字
新
屋
田

前
、
同
字
八
幡
崎
前
及
び
加
瀬
字
新
前
谷
地
の
全
部

　
　
　
　
　
　
　
　

 

森
郷
字
塚
崎
、
同
字
円
福
寺
、
同
字
古
戸
、
同
字
新
太
子
堂
、
同
字
仲
町
浦
、
利
府
字
椎
ノ
木
、

同
字
城
内
、
同
字
館
、
同
字
城
前
、
同
字
新
神
明
前
、
同
字
新
並
松
、
同
字
新
大
谷
地
、
同
字
八

幡
崎
、
沢
乙
字
館
ヶ
沢
、
同
字
寺
下
、
同
字
向
山
、
同
字
白
石
沢
及
び
同
字
唄
沢
の
各
一
部

　

２　

廃
止
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域

　
　

⑴　

汚
水

　
　
　
　

利
府
町　

葉
山
二
丁
目
、
赤
沼
字
大
貝
及
び
同
字
番
ヶ
森
の
各
一
部

　
　

⑵　

雨
水

　
　
　
　

仙
台
市
宮
城
野
区　

岩
切
字
分
台
の
全
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
切
字
小
児
及
び
同
字
洞
ノ
口
東
の
各
一
部

　
　
　
　

利
府
町　

葉
山
二
丁
目
、
赤
沼
字
大
貝
及
び
同
字
番
ヶ
森
の
各
一
部

三　

縦
覧
場
所

　
　

宮
城
県
庁
（
土
木
部
都
市
計
画
課
）、
多
賀
城
市
役
所
（
建
設
部
都
市
計
画
課
）、
利
府
町
役
場
（
都
市
整
備
課
）

四　

縦
覧
期
間
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平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
六
日
ま
で

五　

注
意
事
項

　
　

意
見
書
に
は
、
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）
を
記
載
す
る
こ
と
。

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
五
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
江
合
川
沿
岸
土
地
改

良
区
役
員
の
就
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

小　
　

野　
　

和　
　

宏　
　
　

　

就
任
し
た
者

就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
八
日

佐
々
木　

勝　

也

大
崎
市
古
川
小
野
字
朽
木
橋
二
十
一
番
地

一

理

事

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
六
号

　

大
崎
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
三
十
一
年
四
月
二
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

小　
　

野　
　

和　
　

宏　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
七
号

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
十
八
条
第
十
七
項
の
規
定
に
よ
り
、
津
山
土
地
改
良
区
の

役
員
の
就
任
及
び
退
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

髙　
　

橋　
　

剛　
　

彦　
　
　

　

一　

就
任
し
た
者

就
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

西　

條　

昇　

平

登
米
市
津
山
町
横
山
字
久
保
二
十
四
番
地

理

事

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

亀　

井　

誠　

一

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
舘
石
五
十
四
番
地

理

事

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

西　

條　

栄　

一

登
米
市
津
山
町
横
山
字
竹
の
沢
四
十
五
番

地

理

事

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

阿　

部　

七
太
郎

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
黄
牛
石
生
六
十
一

番
地

理

事

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

須　

藤　

庸　

市

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
黄
牛
石
生
百
十
九

番
地

理

事

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

髙　

橋　

平　

克

登
米
市
津
山
町
横
山
字
野
尻
三
十
九
番
地

監

事

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

尾　

張　

広　

文

登
米
市
津
山
町
横
山
字
上
鴻
巣
二
十
九
番

地

監

事

二　

退
任
し
た
者

退
任
年
月
日

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

役
職
名

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

佐　

藤　

孝
太
郎

登
米
市
津
山
町
横
山
字
上
鴻
巣
百
四
十
番

地

理

事

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

西　

條　

昇　

平

登
米
市
津
山
町
横
山
字
久
保
二
十
四
番
地

理

事

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

阿　

部　

清　

雄

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
黄
牛
比
良
百
十
四

番
地

理

事

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

西　

條　

栄　

一

登
米
市
津
山
町
横
山
字
竹
の
沢
四
十
五
番

地

理

事

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

佐
々
木　

一　

男

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
幣
崎
八
十
三
番
地

理

事

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

髙　

橋　

平　

克

登
米
市
津
山
町
横
山
字
野
尻
三
十
九
番
地

監

事

平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日

大　

森　

冨
久
司

登
米
市
津
山
町
柳
津
字
舘
石
五
十
一
番
地

一

監

事

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
八
号

　

石
巻
市
蛇
田
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
三
十
一
年
四
月
四
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

髙　
　

橋　
　

剛　
　

彦　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
九
号

　

登
米
市
豊
里
町
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三

十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
三
十
一
年
四
月
四
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

髙　
　

橋　
　

剛　
　

彦　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
四
百
十
号

　

登
米
市
東
和
町
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三

十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
三
十
一
年
四
月
四
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

所　

長　
　

髙　
　

橋　
　

剛　
　

彦　
　
　

公

告

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

名
取
市
堀
内
字
南
竹
六
十
九
番

　

仙
台
市
若
林
区
五
橋
三
丁
目
六
番
二
十
一
号

 

株
式
会
社
み
や
び
エ
ス
テ
ー
ト　

 

〇
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
し
た
次
の
開
発
区
域
（
工

区
）
に
係
る
開
発
行
為
は
、
そ
の
工
事
を
完
了
し
た
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一 　

工
事
を
完
了
し
た
開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る

地
域
の
名
称

二　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名
（
名
称
）

　

多
賀
城
市
山
王
字
山
王
三
区
五
十
八
番
、
五
十
九
番

　

多
賀
城
市
山
王
字
山
王
三
区
五
十
八
番

 

社
会
福
祉
法
人
楽
城
会　
　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
三
十
七
号

　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　

平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委 

員 

長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

　
　
　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

　

宮
城
県
公
職
選
挙
執
行
規
程
（
昭
和
三
十
一
年
宮
選
管
告
示
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
一
宮
城
県
立
循
環
器
・
呼
吸
器
病
セ
ン
タ
ー
の
項
を
削
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
告
示
は
、
平
成
三
十
一
年
四
月
十
二
日
か
ら
施
行
す
る
。

公
安
委
員
会

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
7
号

　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
平
成
31年
４
月
12日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
庭
野
　
賀
津
子
　
　

　
　
　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　
宮
城
県
道
路
交
通
規
則
（
平
成
13年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
１
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

改
正
前

改
正
後

　
（
運
転
者
の
遵
守
事
項
）

第
 14条
　
法
第
71条

第
６
号
の
規
定
に
よ
り
、
車
両
　
（
運
転
者
の
遵
守
事
項
）

第
 14条
　
法
第
71条

第
６
号
の
規
定
に
よ
り
、
車
両
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正

誤

　
 の
運
転
者
は
、
車
両
を
運
転
す
る
と
き
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
⑴
　
（
略
）

　
⑵
 　
運
転
操
作
の
妨
げ
と
な
る
よ
う
な
服
装
を
し
、

又
は
木
製
サ
ン
ダ
ル
、
下
駄
そ
の
他
運
転
操
作

の
妨
げ
と
な
る
よ
う
な
履
物
を
履
い
て
、
自
動

車
又
は
原
動
機
付
自
転
車
を
運
転
し
な
い
こ
と
。

　
⑶
～
⑿
　
（
略
）

　
 の
運
転
者
は
、
車
両
を
運
転
す
る
と
き
は
、
次
の

各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
⑴
　
（
略
）

　
⑵
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
駄
そ
の
他
運
転
操
作

の
妨
げ
と
な
る
よ
う
な
履
物
を
履
い
て
、
自
動

車
又
は
原
動
機
付
自
転
車
を
運
転
し
な
い
こ
と
。

　
⑶
～
⑿
　
（
略
）

備
考
　
改
正
箇
所
は
、
下
線
が
引
か
れ
た
部
分
で
あ
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
公
報
号
外
第
九
号
（
平
成
三
十
一
年
三
月
二
十
二
日
付
け
）
中

ペ
ー
ジ

段

行

正

誤

一二五六六

下上下上上

前
か
ら

三　
　

前
か
ら

一
二　

前
か
ら

一
四　

前
か
ら

八　
　

前
か
ら

一
〇　

「
第
六
款　

農
政
部
に
属
す
る
機
関
（
第
七
十
条

－

第
八
十
九
条
）

　

第
七
款　

水
産
林
政
部
に
属
す
る
機
関
（
第
九
十
条

－

第
九
十
四
条
）」
に
改
め
る
。

　

第
八
款　

土
木
部
に
属
す
る
機
関
（
第
九
十
五
条

－

第
百
条
）

「
農
林
水
産
部
内
の
」

「
水
稲
、
麦
類
、
大
豆
」
に
改
め
、「
及
び
栽
培
」
を
削
り
、

水
産
林
政
部

第 

九
十
三
条　

林
業
に
関
す
る
試
験
研
究
及
び
指
導
を
行
う
た
め
、
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
。

２　

林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
名
称
及
び
位
置
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

名　
　
　
　
　
　

称

位　
　
　
　
　
　
　
　
　

置

宮
城
県
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

黒
川
郡
大
衡
村

３　

林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
に
企
画
管
理
部
、
環
境
資
源
部
及
び
地
域
支
援
部
を
置
く
。

４　

林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
の
所
掌
事
務
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

一　

試
験
研
究
に
関
す
る
総
合
的
な
企
画
及
び
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

「
第
六
款　

農
政
部
に
属
す
る
機
関
（
第
七
十
条

－

第
七
十
七
条
）

　

第
七
款　

水
産
林
政
部
に
属
す
る
機
関
（
第
七
十
八
条

－

第
九
十
四
条
）」
に
改
め
る
。

　

第
八
款　

土
木
部
に
属
す
る
機
関
（
第
九
十
五
条

－

第
百
条
）

「
農
林
水
産
部
内
」

「
水
稲
、
麦
類
、
大
豆
」
に
改
め
、

農
政
部

第 

九
十
三
条　

林
業
に
関
す
る
試
験
研
究
及
び
指
導
を
行
う
た
め
、
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
。
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二　

試
験
研
究
成
果
等
の
普
及
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

　

三　

林
業
の
担
い
手
の
育
成
に
関
す
る
こ
と
。

　

四　

森
林
及
び
林
業
の
研
修
に
関
す
る
こ
と
。

　

五　

林
業
技
術
の
情
報
収
集
及
び
広
報
に
関
す
る
こ
と
。

　

六　

試
験
研
究
の
評
価
に
関
す
る
こ
と
。

　

七　

森
林
保
護
及
び
森
林
災
害
の
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

　

八　

林
業
機
械
の
試
験
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

　

九　

ほ
場
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。

　

十　

林
業
種
苗
の
生
産
に
関
す
る
こ
と
。

　

十
一　

林
木
の
品
種
改
良
の
試
験
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

　

十
二　

育
林
技
術
改
良
の
試
験
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

　

十
三　

育
苗
技
術
改
良
の
試
験
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

　

十
四　

森
林
の
環
境
保
全
機
能
の
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

　

十
五　

林
業
経
営
の
改
善
の
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

　

十
六　

木
材
利
用
の
開
発
及
び
加
工
技
術
の
試
験
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

　

十
七　

食
用
き
の
こ
等
特
用
林
産
物
の
試
験
研
究
に
関
す
る
こ
と
。

５ 　

前
項
の
所
掌
事
務
の
う
ち
、
企
画
管
理
部
の
分
掌
事
務
は
同
項
第
一
号
、
第
六
号
、
第
九
号
か

ら
第
十
一
号
ま
で
及
び
第
十
三
号
に
掲
げ
る
事
務
と
し
、
環
境
資
源
部
の
分
掌
事
務
は
同
項
第
七

号
、
第
八
号
、
第
十
二
号
、
第
十
四
号
及
び
第
十
五
号
に
掲
げ
る
事
務
と
し
、
地
域
支
援
部
の
分

掌
事
務
は
同
項
第
十
六
号
及
び
第
十
七
号
に
掲
げ
る
事
務
と
す
る
。

６ 　

林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
に
、
総
括
研
究
員
、
上
席
主
任
研
究
員
、
主
任
研
究
員
、
副
主
任
研

究
員
及
び
研
究
員
を
置
く
こ
と
が
あ
る
。
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